
宰

１
１３６
１

旬

０

の
三
一
ｍ
ｍ
『

★
秋
を
彩
る
八
つ
の
風
味
‐
ｌ
ブ

ロ
ン
デ
ィ
ー
ル
新
発
売

ブ
ロ
ン
デ
イ
ー
ル
、
そ
れ
は

き
つ
ね
色
に
焼
け
た
ク
ッ
キ
ー

や
ケ
ー
キ
の
色
。
グ
ル
メ
の
秋

を
い
っ
そ
う
豊
か
に
す
る
新
製

品
が
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
か
ら
発
売

さ
れ
ま
す
。
ア
ー
モ
ン
ド
風
味

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
な
ど
半
生
タ

イ
プ
の
洋
菓
子
を
８
タ
イ
プ
で

砕
砺
成
。
ケ
ー
キ
よ
り
温
も
り
が

あ
っ
て
、
ク
ッ
キ
ー
ほ
ど
カ
ジ

ュ
ア
ル
す
ぎ
な
い
味
の
輪
擬
諾

好
み
に
応
じ
て
チ
ョ
イ
ス
で
き

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
１
コ
”

円
Ｉ
伽
円
。

ア
カ
『

☆
時
を
経
て
新
し
く
ｌ
末
積

製
額
見
本
市
開
催

去
る
９
月
３
日
・
４
日
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
‐
ク
内
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
〃
Ⅵ
額
縁

灘
絵
画
総
合
見
本
市
″
が
昨
年
に

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
。
ポ
ス

タ
ー
・
版
画
・
水
彩
画
は
、
現

在
の
ト
レ
ン
ド
を
担
う
人
気
ア

ー
チ
ス
ト
の
作
品
を
集
め
、
油

絵
は
、
見
本
市
で
し
か
見
ら
れ

な
い
大
型
サ
イ
ズ
を
展
示
。
も

ち
ろ
ん
フ
レ
ー
ム
は
、
末
積
製

額
取
扱
い
全
商
品
が
勢
揃
い
し

た
。
見
本
市
な
ら
で
は
の
掘
り

出
し
品
も
数
多
く
、
会
場
は
、

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。

ア
ｚ
ｚ
﹈
く
、
麺
の
シ
”
く

★
黄
啓
健
の
医
食
同
源
の
世
界

〃
桂
林
″
料
理
長
お
推
め
薬
膳

料
理

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
誕
階
の
中
国
レ
ス
ト
ラ
ン
桂

林
で
は
３
ｒ
ｄ
ア
ニ
パ
ー
サ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
の
一
環

と
し
て
黄
料
理
長
ご
自
慢
の
薬

膳
料
理
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
パ

蕊
バ
イ
ヤ
と
ア
ー
モ
ン
ド
ス
ー
プ

ｏ
盛
り
合
わ
せ
前
菜
・
ふ
か
ひ
れ

●
揚
げ
物
二
種
・
海
の
幸
と
ハ
ス

の
実
ゆ
り
ね
妙
め
・
ク
コ
の
実

と
チ
キ
ン
蒸
し
も
の
・
ニ
ラ
と
蕊

海
老
妙
め
．
乾
し
タ
コ
入
り
焼

き
飯
・
鶏
と
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ

の
蒸
し
も
の
・
あ
ん
づ
人
参
入

，
お
茶
・
フ
ル
Ｉ
ツ
ー
と
い

う
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
メ
ニ
ュ
ー
。

（
９
／
”
１
ｍ
／
副
一
人
前

１
２
０
０
０
円
）

ＳＰＥＣｌＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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▼
応
募
方
法
③
菜
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
、
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
運
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

P E O P L E ＜9 4 ＞

１
１３７
１

☆２．１．●★２．
開会料ゲ日料ゲ日ポ' 9 1 茸開会料ゲ日イク

ススＩポ３スンリ
演場金卜時金卜時卜１３演場金卜時・ス

ピト１オマ

爾蔀雛堺罷職蒋& 蟻: 鳳罷霊
, 9 , 6既瀦d ､謡満洲d ､卿謬７６
．．．･ 間０，－、０，－、ス１２０間０，－､ ルジ0
3 0 3 0 ０日０土マ．。０土力Ｏ
ＩＩ円、‐ ' 円一ス３０円、‐′ル円

●良い品をゆっくりとお選び下さい

星加敏明さん〈昌蕊珠鶴会社＞
田崎真珠と聞くとやはり真珠のイメー
ジが強いが、三宮店２Ｆはブライダル主
体の展開になっている。「品質の良いダ
イヤモンドを揃えていますので、ゆっく
りとお選びいただけます｡ 」と星加店長。
生活信条は、「人は誰でも失敗するので
済んでしまったことは忘れて前向きに｡ 」
温かい雰囲気で相談に応じてもらえそう

三
ｍ
冨
切

★
モ
ロ
ゾ
フ
・
愛
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
品
募
集

創
業
帥
年
を
迎
え
る
お
菓

子
の
モ
ロ
ゾ
フ
が
〃
愛
を
か

た
ち
に
″
を
テ
ー
マ
に
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
る
。

近
畿
２
府
４
県
の
高
校
か
ら

大
学
ま
で
の
学
生
（
専
門
学

校
含
）
で
、
一
辺
印
叩
以
内

の
箱
に
な
る
の
が
規
定
。
共

同
制
作
も
可
。
未
発
表
で
点

数
は
自
由
。
住
所
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
学

年
を
記
入
し
て
、
剛
神
戸
市

中
央
区
港
島
中
町
６
‐
６
１

１
㈱
モ
ロ
ゾ
フ
Ｐ
＆
Ｐ
ス
タ

ジ
オ
「
モ
ロ
ゾ
フ
・
愛
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」

募
集
事
務
局
へ
。
ｎ
月
訓
日

（
士
）
必
着
。
大
賞
印
万
円
。

問
合
せ
は
、
唇
３
０
３
１
５

３
０
７

２
日
時
狸
月
即
日
（
金
）

ゲ
ス
ト
小
柳
ル
ミ
子

料
金
３
２
，
０
０
０
円

☆
会
場
大
要
会
場
「
真
珠
」

開
演
一
部
Ⅳ
恥
訓
’

二
部
加
姉
加
ｌ

予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
、
新
神

一
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
「
ク
リ

ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
係
」

雷
２
９
１
１
１
１
２
１

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
＆
ジ
ャ
ズ

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ェ
ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
・

イ
ン
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル

日
時
狸
月
知
日
（
金
）

ゲ
ス
ト
ハ
ン
ク
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
・
ト
リ
オ

料
金
２
０
，
０
０
０
円

ロ
一
三
三
ｍ
宛
い
工
○
三
一

●
聖
夜
の
ロ
マ
ン
を
あ
な
た
に
。

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

Ｌ
日
時
型
月
四
日
（
木
）

ゲ
ス
ト
由
紀
さ
お
り

料
金
３
０
，
０
０
０
円

他
、
哩
月
鯛
日
（
月
）
に
は

「
お
子
さ
ま
ク
リ
ス
マ
ス
」
・
「
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
予
約
・
問
い
合

わ
せ
は
、
「
ポ
ｉ
ト
ピ
ア
ク
リ
ス

マ
ス
係
」

茸
３
０
２
１
１
１
１
１

燕

露

４
“甘

塞
」
配
か
舜
吟
３

大地真央

小柳ルミ子 ●ゴンチヤロフより新製品「ブ
ロンディール」をプレゼント

右頁でご紹介したゴンチャロ
フの新製品を読者の皆棟へプレ
ゼント致します。ナチュラルな
パッケージの８つの味わいを詰
合せたギフト用（2 0 . 入）を５

名槻に。
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貯
金
魔
の
妹
弘
子
に
も
頼
む
が

ま
た
ま
た
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
に
断

わ
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
突
然
見
知

ら
ぬ
女
性
洋
子
が
訪
れ
「
二
郎

ワ
、
ソ
ウ
ル
、
プ
ラ
ハ
、
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地

で
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。
Ⅱ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
永
峰
高
志
、

ヴ
ィ
オ
ラ
は
川
崎
和
憲
、
チ
ェ

ロ
徳
永
兼
一
郎
。
秋
の
夜
長
に

室
内
楽
を
し
っ
と
り
と
・
・
…
．
。

シャドウランズ

執研あ家はノレＣ
筆究るで小イ。
、、・も説スＳ

け
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
本
来

の
彼
女
の
実
力
と
地
道
な
修
練

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
活
躍
の

場
は
欧
米
両
大
陸
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
、
中
国
に
も
及
び
公
演
記
録

は
す
で
に
３
０
０
０
回
を
超
え

た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
演
奏
活

動
の
ほ
か
、
世
界
で
指
折
り
の

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
、

ま
た
近
年
で
は
、
音
楽
家
と
し

て
の
地
盤
を
ふ
ま
え
た
う
え
で

現
代
社
会
全
般
に
つ
い
て
専
門

家
と
互
角
に
論
じ
あ
え
る
人
物

と
し
て
熱
い
ま
な
ざ
し
を
注
が

れ
て
い
る
。

☆
中
村
紘
子
の
ト
ー
ク
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

加
月
２
日
（
土
）
旭
時
開
演
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
Ｋ
Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ル
〃
冊
″

３
６
０
０
円
（
自
由
席
）

中
村
紘
子
に
つ
い
て
は
今
さ

ら
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、

名
実
と
も
に
ナ
ン
バ
ー
１
で
我

国
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
で

あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
い
ら
い
今
日

園
音

楽ま
で
、

ん
そ
の
人

霊
気
が
つ

識
ね
に
ト

中
ツ
プ
で

あ
り
続

内

批
評
は
む
し
ろ
そ
の
音
楽
の
蔭

の
声
だ
と
さ
え
思
わ
れ
て
く

・
る
」
（
遠
山
一
行
）
と
絶
賛
さ
れ

て
い
る
宇
野
功
芳
。
ま
た
、
日
本

女
声
合
唱
団
は
、
若
い
人
と
、

熟
年
の
女
声
と
の
適
度
に
ブ
レ

ン
ド
さ
れ
た
柔
ら
か
い
声
、
落

ち
着
い
た
大
人
の
雰
囲
気
は
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
と
い

わ
れ
て
い
る
。

☆
Ｎ
響
カ
ル
テ
ッ
ト
演
奏
会

㈹
月
脚
日
（
月
）
旭
時
開
演
芦
屋
ル
ナ

ホ
ー
ル
Ｓ
Ｓ
席
４
５
０
０
円
Ｓ
席
３

５
０
０
円
Ａ
席
３
０
０
０
円

日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
Ｎ
響
の
、
い
ず
れ
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
演
奏
者
に
よ
っ

て
編
成
さ
れ
た
Ｎ
響
カ
ル
テ
ッ

ト
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
耀
永
二

男
は
１
９
７
６
年
か
ら
Ｎ
響
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
勤
め

鍵重参

☆
宇
野
功
芳
合
唱
の
世
界

如
月
理
日
（
火
）
氾
時
開
演
神
戸
文
化

ホ
ー
ル
ー
階
席
３
０
９
０
円
２
階
席

２
０
６
０
円

「
宇
野
さ
ん
の
指
揮
に
は
、

苦
し
み
と
情
熱
が
あ
ふ
れ
、
生

と
死
そ
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま

す
」
（
リ
リ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
）

「
氏
の
本
質
は
蒲
竪
乗
家
で
あ
り宇野功芳氏

雲
万
円
を

件
申
し
込

醒
む
が
断

率
わ
ら
れ

る
。
ガ

ッ
チ
リ

亀ざ

亀
：

☆
幸
福
の
条
件

如
月
あ
日
（
金
）
郡
日
（
土
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ａ
席
４
０
０
０
円

Ｂ
席
３
０
０
０
円

春
の
夜
。
今
日
も
妻
愛
子
は

義
父
杢
太
郎
と
、
二
人
だ
け
の

静
か
な
夕
食
を
済
ま
し
た
。
３

浪
の
息
子
二
郎
が
母
に
借
金
Ⅲ

心

モ
ス
．
ク

徳永二男氏
はリブで現
じアルに在
めをガ、ま

１
１３８
１

塑

講
演
…
。
兄
と
ふ
た
り
暮
ら
し

の
平
穏
で
規
則
正
し
い
生
活
に

あ
る
日
ひ
と
り
の
女
性
が
踏
み

込
ん
で
く
る
と
き
か
ら
物
語
は

は
じ
ま
る
。
女
性
の
名
前
は
ジ

ョ
イ
・
デ
イ
ヴ
イ
ッ
ド
マ
ン
。

子
持
ち
の
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ

人
で
詩
人
。
ル
イ
ス
は
ジ
ョ
イ

の
知
性
と
卒
直
さ
に
好
奇
心
を

そ
そ
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
自

分
の
家
で
過
ご
す
よ
う
招
待
す

る
。
二
人
は
便
宜
上
の
結
婚
を

す
る
が
、
い
つ
し
か
真
実
の
愛

に
め
ざ
め
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ

イ
が
病
に
倒
れ
…
…
。

午

に
妊
娠
さ
せ
ら
れ
た
。
私
は
そ

の
子
を
産
み
ま
す
」
と
宣
言
。

呆
然
と
す
る
家
族
。
が
、
そ
れ

く
ら
い
は
序
の
口
。
次
々
と
起

こ
る
事
件
、
事
件
、
事
件
。

☆
シ
ャ
ド
ウ
ラ
ン
ズ

Ⅲ
月
加
日
（
日
）
ｌ
型
日
（
日
）
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
８
０
０
０

円
Ａ
席
３
５
０
０
円

１
９
５
０
年
代
、
イ
ギ
リ
ス

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
神
学
者

で
、
す
で
に
初
老
の
域
に
あ
る
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ゴッホ

なりドピ名程備り
がばをソな、作
らめち１エ有過

彼
の
才
能
を
認
め
る
の
は
弟
テ

オ
の
み
。
オ
ー
ヴ
ェ
ー
ル
の
風

に
揺
れ
る
麦
畑
の
中
で
、
自
ら

の
命
を
絶
っ
た
ゴ
ッ
ホ
。
そ
の

生
涯
の
中
で
最
も
劇
的
な
、
画

家
を
志
し
た
訂
歳
か
ら
訂
歳
の

最
期
ま
で
を
、
数
々
の
名
画
の

☆
ゴ
ッ
ホ

、
月
伯
日
（
土
）
Ｉ
Ⅷ
月
１
日
（
金
）
「
ア

サ
ヒ
シ
ネ
マ
３
」
一
般
１
６
０
０
円
大

高
生
１
４
０
０
円
中
学
生
１
２
０
０
円

岨
世
紀
後
半
、
あ
ふ
れ
る
絵

画
へ
の
情
熱
と
、
貧
困
の
は
ざ

ま
で
苦
悩
す
る
、
若
き
画
家
ゴ

ッ
ホ
。
独
特
の
タ
ッ
チ
で
何
か

に
取
り
つ
か
れ
た
か
の
よ
う
に

絵
筆
を
と
る
ゴ
ッ
ホ
。
し
か
し

岨
日
（
土
）
皿
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
☆
ヴ
ァ
ン
ト
ワ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

、
／
Ⅳ
１
ｍ
／
銅
★
神
戸
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
般
３
６
０
０
円
学
生
１
８
０
０
円
鯛
日
（
土
）
四
時
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
露
フ
大
丸
洋
画
展

西
村
よ
う
個
展

☆
ヴ
ァ
ン
ト
ワ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ア
ッ
ト
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２
０
０

ｍ
／
型
１
ｍ
／
調

、
／
１
１
ｍ
／
４

露
日
（
水
）
四
時
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
銅
フ
０
円

★
そ
ご
う
美
術
画
廊
河
本
和
子
個
展

イ
ァ
ッ
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２
３
０
☆
マ
キ
シ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ゲ
ー
ロ
フ
バ
イ
山
口
南
卿
書
作
展

、
／
５
１
ｍ
／
皿

０
円

オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

。
、
／
２
１
ｍ
／
７
遠
藤
泰
弘
個
展

★
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
妬
日
（
火
）
四
時
田
崎
ホ
ー
ル
３
山
崎
朔
三
油
彩
展

、
／
⑫
１
ｍ
／
犯

モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
５
０
０
円

、
／
９
１
ｍ
／
理
ワ
タ
ナ
ベ
ミ
キ
オ
帰
国
展

創
作
こ
け
し
工
芸
展

諏
識
擬
‐
触
感
鴇
：
菅
●
鰯
素
璽
識
議
…
蝿
縮
会
，
；

、
／
狙
１
ｍ
／
顕

２
０
円

、
／
銅
１
ｍ
／
麺
梅
田
奈
加
子
個
展

”
日
（
火
）
羽
時
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
☆
小
林
欣
子
展

吉
向
蕃
斎
作
陶
展
．

ｕ
／
２
１
ｕ
／
８

中
ホ
ー
ル
２
５
０
０
円
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
り
か
わ

皿
／
釦
、
Ｉ
型
／
４

国
。
。
＊
灘
登
駕
議
☆
…
Ｎ
…
蕊
鯉
議
蕊
議

－
ル
・
申
‐
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
ｃ
Ａ

ｍ
／
１
１
ｍ
／
巧

★
シ
ン
フ
オ
ー
ー
ッ
ク
。
タ
ン
ゴ
・
ア
ル
★
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
一
一

ｍ
／
２
．
１
ｍ
／
釦
創
立
加
周
年
記
念
第
３
回
建
築
作
品
展

ｎ
月
３
日
（
日
）
４
日
（
月
）
神
戸
★
久
保
昌
由
展

ゼ
ン
チ
ー
ノ

ｍ
／
Ⅳ
１
ｍ
／
準

１
日
（
火
）
四
時
訓
分
神
戸
文
化
ホ
嘩
恥
峠
町
皿
円
Ａ
席
３
０
９
０
円
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
人
権
問
題
啓
発
資
料
展
示
会

Ｉ
ル
Ｓ
Ｓ
席
７
０
０
０
円
Ｓ
席
５
０

ｍ
／
顕
、
ｉ
ｎ
／
２

ｍ
／
型
、
４
ｍ
／
溺

却
調
調
う
哩
癖
劃
個
即
刻
湖
Ｉ
卜
畦
”
狙
醒
言
封
恥
皿
峠
Ｉ
趣
晦
肌
誹
ア
☆
茶
の
湯
美
術
展
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

》
缶
需
一
群
》
峠
軒
剖
》
》
骨
僻
》
》
恥
鵠
》
『
》
》
》
綱
造
御
／
３
１
ｍ
／
８
榊
噸
荊
蝿
峰
州
諦
邪
》

皿
／
釦
Ｉ
ｕ
／
５

９
／
皿
、
Ｉ
⑫
／
８
☆
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

０
ｍ
“

、
／
ｍ
、
４
ｍ
／
巧
袖
挫
掴
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

☆
セ
ヴ
イ
リ
ア
の
理
髪
師
哩
酔
Ｋ
Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ル
〃
ｍ
″
３
０
９
陶
芸
巨
匠
彩
虹
会
展
、
／
釦
、
Ｉ
、
／
５

映
画

る
く
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド

を
み
つ

届
け
、
サ

麺
イ
モ
ン

背
に
な
り

す
ま
す

が
…
。

悩
め
る
一
人
の
人
間
と
し
て
描

き
、
そ
の
実
像
に
迫
る
。

☆
背
徳
の
仮
面

如
月
勉
日
（
土
）
よ
り
「
ロ
ッ
ポ
ニ
カ
三

宮
」
に
て
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０

０
円
大
高
生
１
３
０
０
円

現
代
ｌ
ロ
ン
ド
ン
。
ウ
エ
ス

ト
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド
病
院
の
ポ
ー

タ
ー
、
マ
シ
ュ
ー
・
ハ
リ
ス
は

ふ
つ
う
の
青
年
だ
っ
た
が
医
者

に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
い
た
。

あ
る
日
、
マ
シ
ュ
ー
の
友
人
で

若
く
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た

医
者
の
サ
イ
モ
ン
・
ヘ
ネ
シ
ー

☆
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
の
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
映
画
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
映
画
係
」
ま
で

が
事
故
死
し
た
こ
と
か
ら
マ
シ

ュ
ー
の
運
命
は
か
わ
る
。
Ｉ
Ｄ

’
1３９
１
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↑

．'蝋急寿。キ
ャ
プ
ラ
さ
ん
が
死
ん
だ
。
こ
と
し
九
月
三
日
朝
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
ラ
キ
ン
タ
と
い
う
と
こ
ろ
の
自
宅
で
九
十
四
歳
で
眠
っ

て
い
る
あ
い
だ
に
亡
く
な
っ
た
。
〃
可
哀
想
に
″
と
い
う
よ
り
も
、

〃
よ
か
っ
た
ね
ェ
〃
と
い
い
た
い
こ
の
老
死
に
ホ
ッ
と
し
た
。
苦

し
ん
で
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
に
ち
が
い
な
い
。

キ
ャ
プ
ラ
は
ア
メ
リ
カ
の
か
た
ま
り
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歌

み
た
い
な
映
画
を
見
せ
つ
づ
け
て
く
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
旗
だ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
心
だ
っ
た
。
な
か
で
も
「
或
る
夜
の
出
来
事
」

（
一
九
三
四
）
「
オ
ペ
ラ
・
ハ
ッ
ト
」
（
三
六
）
「
我
が
家
の
楽
園
」

（
三
八
）
「
ス
ミ
ス
都
へ
行
く
」
（
三
九
）
は
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り

■

ア
メ
リ
カ
映
画
を

最
も
美
し
く
見
せ
て
く
れ
た

／
リ
カ
に
そ
の
作
品
が
帰
化
し
て
き
た
。
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
人
ゆ

え
に
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
同
じ
く
キ
ャ
プ
ラ
も
貧
し
い
一
家
、
そ
の
イ
タ
リ
ア

移
民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
が
ま
だ
幼
年
六
歳
の
こ

』
ろ
。
貧
し
か
っ
た
ゆ
え
に
幼
く
し
て
新
聞
配
達
か
ら
あ
ら
ゆ

唯
る
ゼ
ニ
か
せ
ぎ
に
走
り
廻
り
、
安
食
堂
で
ギ
タ
ア
ま
で
弾
い

９↑
た
と
い
う
そ
の
少
年
時
代
に
、
シ
シ
リ
ァ
生
ま
れ
の
イ
タ
リ

卿
ア
人
の
こ
の
フ
ラ
ン
ク
・
キ
ャ
プ
ラ
は
骨
に
し
み
こ
む
よ
う

くラ
ァ
メ
リ
カ
を
知
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

”
初
め
は
小
説
家
を
の
ぞ
み
、
や
が
て
シ
ナ
リ
オ
・
ラ
イ
タ

ヰ
ー
に
希
望
を
持
ち
、
つ
い
に
映
画
の
ギ
ャ
グ
マ
ン
と
し
て
コ

クン
ロ
ム
ビ
ァ
に
や
と
わ
れ
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
笑
い
の
映
画

一
フフ

に
生
涯
を
賭
け
た
よ
う
に
、
キ
ャ
プ
ー
フ
も
〃
笑
い
〃
を
求
め

た
。
と
も
に
少
年
時
代
の
つ
ら
さ
が
そ
う
さ
せ
た
の
に
ち
が

い
な
い
。

そ
れ
で
キ
ャ
プ
ラ
は
初
め
に
「
ア
ワ
ア
・
ギ
ャ
ン
グ
」
の

１
１４０
１

：
：
：
フ
ラ
ン
ク
・
キ
ャ
プ
ラ
監
督

の
最
良
の
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
。
そ
れ
に
忘
れ
て
な
ら
ぬ
の
は
ク
ー

パ
ー
の
「
群
衆
」
（
四
一
）
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
魂
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
い
ま
で
は
こ
の
五
月
の
晴
天
の
ご
と
き
ア
メ
リ
カ
映
画
は
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
い
て
申
せ
ば
、
あ
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ

ブ
・
ド
リ
ー
ム
ズ
」
が
キ
ャ
プ
ラ
の
ア
メ
リ
カ
を
シ
ュ
ー
ル
で
気

ど
っ
て
見
せ
て
く
れ
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
初
め
て
ア
メ
リ
カ
で
映
画
を
作
っ
て
い
た
こ

ろ
は
笑
い
の
裏
に
い
ん
さ
ん
な
皮
肉
が
か
く
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
か

げ
り
が
あ
っ
た
も
の
を
、
「
サ
ニ
ィ
・
サ
イ
ド
」
あ
た
り
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
そ
の
作
品
が
帰
化
し
て
き
た
。
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
人
ゆ
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曜2 W

監
督
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
で
も
た
し
か
テ
レ
ビ
で
「
わ

ん
ぱ
く
チ
ビ
ッ
コ
」
と
か
と
題
し
て
ず
っ
と
お
く
れ
て
紹
介
さ
れ

た
と
思
う
が
、
数
人
の
子
供
、
大
き
い
の
小
さ
い
の
、
男
の
子
、

女
の
子
、
そ
れ
に
黒
人
の
小
さ
な
男
の
子
、
こ
れ
ら
の
わ
ん
ぱ
く

コ
メ
デ
ィ
な
が
ら
、
こ
こ
に
こ
そ
ア
メ
リ
カ
の
縮
図
が
あ
っ
た
。

み
ん
な
仲
善
く
手
に
手
を
と
っ
て
。

キ
ャ
プ
ラ
は
や
が
て
ハ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
ン
と
い
う
喜
劇
役
者

の
作
品
を
監
督
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
サ
イ
レ

ン
ト
時
代
。
し
か
し
や
が
て
ト
ー
キ
ー
と
な
る
と
予
想
し
た
か
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
社
が
テ
ス
ト
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
舞
台
女
優
の

ク
ロ
オ
デ
ッ
ト
・
コ
ル
ベ
ー
ル
と
い
う
女
優
を
招
い
て
、
「
力
漕
一

艇
身
」
（
一
九
二
七
）
に
ベ
ン
・
ラ
イ
ア
ン
の
相
手
役
と
し
て
使

用
し
た
が
失
敗
し
、
彼
女
は
再
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
が
キ
ャ
プ
ラ
初
期
映
画
。
こ
の
よ
う
に
キ
ャ
プ
ラ
を

「
止
め
さ
せ
よ
う
か
」
「
使
っ
て
み
よ
う
か
」
の
当
時
は
、
彼
の

監
督
の
「
サ
ブ
マ
リ
ン
」
や
「
大
飛
行
船
」
を
見
て
も
Ｂ
級
監
督

の
Ｂ
級
ア
ク
シ
ョ
ン
く
ら
い
で
、
キ
ャ
プ
ラ
な
る
監
督
を
私
た
ち

も
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ジ
ー
ン
・
ハ

ー
ロ
ー
を
見
事
に
紹
介
し
た
「
プ
ラ
チ
ナ
・
ブ
ロ
ン
ド
」
（
一
九

曲

三
一
）
あ
た
り
か
ら
キ
ャ
プ
ラ
描
く
ア
メ
リ
カ
が
輝
い
て
き
て
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
い
う
一
流
名
優
を
も
っ
て
の

「
狂
乱
の
ア
メ
リ
カ
」
（
三
二
）
、
つ
づ
く
「
一
日
だ
け
の
淑
女
」

（
三
三
）
、
こ
れ
は
デ
イ
モ
ン
・
ラ
ニ
ョ
ン
の
小
説
映
画
化
で
ギ
ャ

ン
グ
が
リ
ン
ゴ
売
り
の
貧
し
い
老
女
を
一
日
だ
け
富
豪
夫
人
に
仕

立
て
て
や
る
老
女
の
夢
を
実
現
の
名
作
で
、
キ
ャ
プ
ラ
は
こ
れ
が

よ
ほ
ど
好
き
だ
っ
た
か
彼
生
涯
最
後
の
作
品
は
再
び
こ
れ
の
再
映

画
化
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
一
杯
の
幸
福
」
（
一
九
六
一
）
だ
っ
た
。

（
夢
）
と
（
正
義
）
と
（
自
由
）
こ
れ
が
キ
ャ
プ
ラ
映
画
の
骨

だ
っ
た
。
本
も
の
の
夢
を
掴
ん
だ
「
或
る
夜
の
出
来
事
」
、
ゲ
イ

ブ
ル
の
コ
メ
デ
ィ
・
タ
ッ
チ
こ
そ
は
キ
ャ
プ
ラ
が
生
ん
だ
の
だ
。

そ
し
て
こ
こ
に
キ
ャ
プ
ラ
は
コ
ル
ベ
ー
ル
と
再
会
し
た
。
キ
ャ
プ

ラ
は
、
す
で
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
を
代
表
す
る
第
一
級
監
督
に
な
っ
て

い
た
。そ

し
て
ク
ー
パ
ー
の
「
オ
ペ
ラ
・
ハ
ッ
ト
」
、
ジ
ミ
ィ
・
ス
テ

ュ
ア
ー
ト
の
「
我
が
家
の
楽
園
」
「
ス
ミ
ス
都
へ
行
く
」
、
再
び
ク

ー
パ
ー
の
「
群
衆
」
と
、
キ
ャ
プ
ラ
は
最
も
美
し
い
清
ら
か
な
男

優
を
用
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
正
義
を
ア
メ
リ
カ
の
白
悶
を
ア
メ
リ

カ
の
精
神
を
、
ア
メ
リ
カ
映
画
に
描
き
つ
く
し
た
。
キ
ャ
プ
ラ
映

琴零
壷心苗燃翻騨

１
１４１
１

オ
れ
画
こ
そ
は
笑
い
と
涙
と
健
康
の
も
と
だ

可
筆
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
人
間
永
遠
の
幸
せ

琴
稲
を
さ
ぐ
る
夢
の
国
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
を
見

幸
翻
せ
た
「
失
わ
れ
た
る
地
平
線
」
（
一
一
一

ァ
、
七
）
、
そ
し
て
老
女
ふ
た
り
の
グ
ロ
テ

ユ
串
ス
ク
・
キ
ラ
ー
ズ
が
老
女
ふ
た
り
の

》
王
権
介
琴
伝
と
な
る
爆
笑
調
刺
の
「
毒
薬
と
老

便
》
痔
嬢
」
（
四
四
）
。
キ
ャ
プ
ラ
は
ロ
バ
ー
ト

峠
》
》
詮
御
毒
蕎
粍
雌
振
録
細
醒
崖
応
討
葬
引

舛
勧
》
た
。
そ
し
て
〃
ア
メ
リ
カ
映
画
こ
こ
に

優
遺
口
あ
り
ノ
．
″
の
胸
す
ぐ
名
作
を
私
た
ち
に

男
上
・

砂
小
鋤
あ
た
え
て
く
れ
た
の
だ
。

準
小
準
キ
ャ
プ
ラ
さ
ん
、
ア
リ
ガ
ト
ウ
ノ
．

最
ラ
、
ぺ
る

霞琴

Ｃ
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■
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①

び
っ

理
、
肉
料
理
が
大
鉢
に
ず
ら
り

と
並
び
、
睦
子
夫
人
の
料
理
好

き
、
器
好
き
の
趣
味
が
こ
う
じ

て
の
す
て
き
な
お
も
て
な
し
。

お
酒
は
、
超
特
選
純
米
酒
大

吟
醸
の
玄
妙
（
８
千
円
）
純
米

酒
大
吟
醗
庵
主
（
３
５
０
０
円
）

生
酒
大
吟
醸
蔵
出
し
（
５
千
円
）

，
‐
い
ず
れ
も
四
合
瓶
一
本
ｌ
を

キ
ー
プ
で
き
る
。
わ
が
家
に
も

ど
っ
た
気
分
で
乾
杯
／
、

ロ
神
戸
市
東
灘
区
御
影
町
御
影
字
滝
ケ

鼻
１
３
３
５
１
１
メ
ピ
ウ
ス
ピ
ル
Ｂ
１

南
哲
、
（
鰯
）
１
０
１
８
Ｗ
時
Ｉ
記

時
火
曜
休

★
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
〃
デ
ギ
ュ

ス
タ
シ
オ
ン
″
の
お
知
ら
せ

お酒落で落ち着いたふん囲気の
" ルー・サロメﾟ 、

如
月
蝿
日
（
日
）
必
時
か
ら
妬

時
釦
分
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

店
〃
ル
ー
・
サ
ロ
メ
″
で
、
兵

庫
県
Ｅ
Ｃ
ウ
ィ
ー
ク
の
一
環
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
ブ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ
地
方
の
手
造
り
ワ
イ
ン
の
試

飲
会
を
開
く
。
前
回
大
好
評
に

つ
き
帥
楽
理
捧
を
無
料
で
ご
招

待
。
詳
し
く
は
〃
ル
ー
・
サ
ロ

メ
″
ま
で
。

国
中
央
区
中
山
手
通
２
‐
３
．
‐
７

宮
亜
．
‐
１
２
５
１
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ピ
ゴ
〃
で
焔
年
間
、
シ
ェ
お
昼
は
コ
ー
ス
二
千
五

フ
を
務
め
た
オ
ー
ナ
ー
の
百
円
よ
り
、
夜
は
コ
ー
ス

森
津
武
治
さ
ん
の
見
つ
け
五
千
円
よ
り
。
そ
の
他
、

境
に
あ
る
。
〃
レ
ス
ラ
ン
き
る
。

た
〃
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
ア
ラ
カ
ル
ト
も
あ
る
。

☆
静
か
な
坪
庭
を
眺
め
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
寛
げ
る
〃
平
介

茶
屋
″

阪
神
新
在
家
駅
の
東
南
に
あ

る
甲
南
漬
本
店
。
歴
史
に
裏
打

ち
さ
れ
た
店
内
は
、
し
っ
と
り

と
落
ち
着
い
て
、
遠
来
の
客
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

古
道
具
類
等
が
展
示
さ
れ
た

資
料
館
で
は
、
甲
南
漬
け
の
出

来
る
ま
で
の
お
勉
強
。
こ
の
資

料
館
の
中
に
、
喫
茶
室
平
介
茶

屋
が
オ
ー
プ
ン
。
小
粋
な
坪
庭

に
流
れ
る
水
音
を
耳
に
し
て
い

る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味
わ
い
に

も
神
戸
の
歴
史
が
ブ
レ
ン
ド
さ

れ
て
い
る
か
に
思
え
て
く
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ
ュ
ー
は
灘

の
銘
酒
３
点
セ
ッ
ト
。
酒
が
各

踊
勺
ず
つ
に
海
の
幸
が
付
い
て

な
ん
と
六
○
○
円
な
の
だ
。

水色を基調とした上品な店内

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

フ
ラ
ン
ス
料
理

「
シ
エ
・
モ
リ
」

☆
本
格
的
な
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

〃
テ
・
シ
エ
モ
ァ
〃

Ｊ
Ｒ
六
甲
道
か
ら
歩
い
て
３

分
の
〃
テ
・
シ
ェ
モ
ァ
〃
フ
ラ

ン
ス
の
老
舗
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
。

フ
レ
ー
ル
社
の
紅
茶
が
味
わ
え

る
の
は
京
阪
神
で
は
こ
こ
だ
け

フ
ィ
ル
タ
ー
で
最
後
ま
で
出

し
切
っ
た
紅
茶
は
、
フ
ラ
ン
ス

直
輸
入
の
ポ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ

て
、
香
り
も
逃
が
さ
ず
に
楽
し

め
る
よ
う
気
が
配
ら
れ
て
い
る

紅
茶
本
来
の
風
味
を
味
わ
う
に

は
何
も
入
れ
な
い
の
が
一
番
。

「
で
も
ミ
ル
ク
を
入
れ
た
方
が

お
い
し
い
紅
茶
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
日
本
人
は
あ
ま
り
紅
茶
の

飲
み
方
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
当

店
で
本
当
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
」
と
オ

ー
ナ
ー
の
宮
本
さ
ん
。
ご
自
慢

の
お
手
製
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
捌

円
）
と
共
に
、
砂
糖
ぬ
き
で
ゆ

っ
く
り
と
味
わ
っ
て
欲
し
い
。

国
神
戸
市
認
区
森
後
町
１
丁
目
４
ｌ
１

Ａ
Ｍ
Ｗ
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
第
１
、
３
日
晒
休

衝
睡
１
１
０
７
３

静
か
で
と
て
も
美
し
い
環
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で

国
神
戸
市
東
灘
区
御
影
塚
町
４
１
４
１
８

ｍ
時
ｌ
Ｗ
時
月
曜
休

宵
師
１
１
８
２
１

☆
超
人
気
／
、
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

の
バ
イ
キ
ン
グ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
知
ら

れ
る
〃
ア
ー
ト
ラ
ウ
ン
ジ
Ｋ
Ｉ

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
″
ナ
タ
ー
シ
ャ
・

フ
ロ
ー
リ
ア
ン
の
ア
ー
ト
に
か

こ
ま
れ
て
の
ラ
ン
チ
は
も
と
よ

り
好
評
だ
が
、
中
で
も
肩
蝉
仙
格

で
の
バ
イ
キ
ン
グ
。
ラ
ン
チ
は

美しい街並にある小さなレストラン

理
想
的
な
環
境
″
で
あ
園
芦
屋
市
春
日
町
２
１
胆

Ⅱ
半
１
幅
而
半
ｌ
犯
水
咽
休

る
。
宵
０
７
９
７
１
あ
１
６
４
６
４

ついつい食べすぎてしまいそう
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平介茶屋

料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
シ
ペ
ー
ス
。
調
理
を
す
る
コ

ェ
・
モ
リ
″
が
オ
ー
プ
ン
ツ
ク
さ
ん
の
姿
が
見
え
た

し
た
。
閑
静
な
住
宅
街
の
り
、
と
て
も
家
庭
的
な
雰

中
、
前
に
打
出
神
社
や
芦
囲
気
の
中
で
、
会
話
を
楽

屋
市
立
図
書
館
が
あ
り
、
し
み
な
が
ら
、
お
い
し
い

阪
神
打
出
を
北
に
徒
歩
店
内
は
明
る
く
、
開
放

３
分
、
小
さ
な
フ
ラ
ン
ス
的
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス

噸

超
人
気
／
、
月
末
に
バ
イ
キ
ン
グ

の
日
ど
り
を
案
内
す
る
が
、
そ

れ
か
ら
２
週
間
程
で
予
約
は
ほ

ぼ
一
杯
。
好
評
に
応
え
て
加
月

か
ら
は
今
ま
で
の
月
２
回
を
月

４
回
に
す
る
。
ｎ
時
半
ｌ
狸
時

迄
千
円
。
混
ま
な
い
時
間
に
行

け
ば
予
約
な
し
で
も
座
れ
る
。

画
中
央
区
京
町
万
ｌ
１
神
栄
ピ
ル
７
Ｆ

Ａ
Ｍ
Ⅷ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
（
土
は
Ｐ
Ｍ
６
迄
）

属
測
－
１
０
０
２
日
、
祝
休
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溌鰯
幅
広
い
事
業
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。

そ
の
成
果
は
大
い
に
期
待
で
き

そ
う
だ
。

に
お
け
る
一
地
域
内
の
国
々
、

日
本
、
中
華
民
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、
韓

国
、
タ
イ
の
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
る
。

テ
ー
マ
は
「
繁
栄
と
自
然

と
」
。
環
境
保
全
の
問
題
は
、
近

ｎ
月
７
日
（
木
）
か
ら
加
日

（
日
）
ま
で
の
期
間
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
施
設
を
利
用
し

て
、
第
鋤
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
（
東
洋
・
東
南
ア
ジ

ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

が
開
催
さ
れ
る
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

「
繁
栄
と
自
然
と
」

第
釦
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ

ゆ

１
４４
１

映画「若者たち」

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル掴

槌橋秀一
フォーラム委員長

口

貴
重
な
体
験

高
校
二
年
の
Ｋ
子
さ
ん
は
夏
休
み
に

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

ま
し
た
。
そ
の
ス
ー
パ
ー
に
は
障
害
者

が
よ
く
買
物
に
く
る
の
で
す
。
最
初
の

こ
ろ
Ｋ
子
さ
ん
は
「
う
っ
と
う
し
い
な

あ
」
と
か
、
正
直
に
い
っ
て
「
い
や
だ

な
あ
」
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

で
も
、
実
際
に
接
し
て
み
る
と
障
害

者
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
一
生
懸
命
財

布
に
手
を
い
れ
て
払
お
う
と
す
る
の
で

す
が
、
体
が
不
自
由
な
た
め
出
す
の
に

時
間
が
か
か
る
の
で
す
。
そ
れ
で
「
ご

め
ん
な
さ
い
。
不
自
由
な
ん
で
、
ど
う

か
お
金
を
こ
の
財
布
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ほ
ん
と
う
に
す
み
ま
せ
ん
。
」

と
必
死
に
謝
る
の
で
す
。
Ｋ
子
さ
ん
は

胸
が
と
て
も
熱
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
の

自
分
が
情
け
な
く
て
思
わ
ず
涙
が
で
て

き
て
、
一
日
中
反
省
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
Ｋ
子
さ
ん
は
障
害
者
を

あ
た
た
か
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
Ｋ
子
さ
ん
に
と
っ
て

今
年
の
夏
休
み
は
貴
璽
な
社
会
勉
強
の

時
期
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
そ
う
い
う
経
験
が
で
き
た
の

も
、
休
暇
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
お
か

げ
で
あ
る
の
で
、
学
校
が
一
方
的
に

「
バ
イ
ト
禁
止
」
と
決
め
つ
け
な
い
で

欲
し
い
と
Ｋ
子
さ
ん
は
提
案
し
て
い
ま

す
。

，
○
○
○
・

Ｋ
子
さ
ん
は
今
ま
で
障
害
者
を
別
世

界
の
人
の
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
「
共
に
生
き
る
」
人
達
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
ｉ
－
ｉ
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

年
地
球
規
模
で
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
か

か
え
な
が
ら
、
い
か
に
人
類
は

繁
栄
を
し
て
い
く
の
か
、
ま
た

そ
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
道

が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
環
境
の
異
な
る
国
々
が
共

通
の
課
題
に
つ
い
て
、
討
議
を

重
ね
る
。

日
頃
か
ら
奉
仕
活
動
な
ど
、

i１１
漣、

上
映
予
定
映
画
は
、
均
日
・

麻
雀
放
浪
記
、
夫
婦
善
哉
／
即

日
・
鉄
道
員
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
／
皿
日
・
若
者
た
ち
、

キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
／
翠
日

・
波
止
場
、
わ
が
心
の
ボ
ル
チ

モ
ア
／
鯛
日
・
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の

あ
る
街
、
ど
で
す
か
で
ん
／
誕

日
・
悲
情
城
市
、
タ
ク
シ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
／
詣
日
・
悲
情
城
市
、

ど
で
す
か
で
ん
。
入
場
料
は
一

般
・
当
日
千
三
百
円
、
前
売
り

千
円
／
学
生
（
高
校
生
以
下
）
当

日
千
百
円
、
前
売
り
八
百
円
。

会
場
は
神
戸
東
映
パ
ラ
ス
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、

★
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

＝可琵謹一

▼
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
映
画
祭

開
催

ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
推
進
委
員

会
で
は
、
新
開
地
ア
ー
ト
ピ
レ

ッ
ジ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

〃
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
映
画
祭
″
と

題
し
て
、
加
月
四
日
か
ら
詣
日

ま
で
の
期
間
、
映
画
祭
を
開
催

す
る
。
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ん
が
登
場
（
如
月
か
ら
）
す
る
戸
市
体
育
協
会
で
は
参
加
者
を

田
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
番
即
Ｋ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務

組
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ
リ
。
局
ま
で
。

神
戸
市
兵
庫
区
ま
ち
づ
く
り
推
伽
加
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
果
藤
田
さ
ん
は
「
休
日
の
朝
を

進
課
⑧
０
７
８
１
５
１
１
１
２
樹
園
や
牧
場
の
あ
る
フ
ァ
ー
ム
心
地
良
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
番

１
１
１
。

ゾ
ー
ン
、
憩
い
の
家
、
ス
ポ
ー
組
に
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
」

ま
た
、
小
誌
に
お
き
ま
し
て
、
シ
施
設
な
ど
様
々
な
施
設
を
造
と
、
微
笑
ん
だ
。

抽
選
で
ペ
ア
５
組
の
方
々
に
入
る
。
▼
神
戸
全
日
本
女
子
別
Ｋ

場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
レ
ジ
ャ
ー
ス
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

宛
先
・
神
戸
市
中
央
区
東
町
・
へ
ｌ
ス
。
神
戸
の
立
地
に
相
応
今
年
で
ｎ
回
目
を
数
え
る
神

畑
－
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
月
し
い
総
合
施
設
が
生
ま
れ
る
。
戸
全
日
本
女
子
別
Ｋ
ロ
ー
ド
レ

刊
神
戸
っ
子
ポ
ヶ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
開
園
は
平
成
５
年
春
を
予
定
－
ス
（
主
催
兵
庫
陸
上
競
技

ナ
ル
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
映
画
祭
プ
し
て
い
る
。
協
会
。
神
戸
市
・
神
戸
市
教
育

レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。
締
め
切
り
▼
コ
ウ
ベ
・
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
委
員
会
・
側
神
戸
市
体
育
協
会

加
月
焔
日
（
水
）
必
着
。
ウ
イ
ン
ズ
、
新
サ
ウ
ン
ド
ク
・
側
神
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
教
育
公

き
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
」
が
毎
週
日
曜
の
午
前
８
も
数
多
く
の
第
一
線
級
の
選
手

▼
都
市
と
農
村
の
交
流
を
時
半
か
ら
鋤
分
間
放
送
し
て
い
を
送
り
出
し
、
近
年
日
本
の
女

創
世
紀
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
ヨ
ゥ
ベ
・
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
子
長
距
離
界
の
登
竜
門
と
し
て

る
農
業
の
展
開
の
場
と
し
て
、
ユ
ゥ
イ
ン
ズ
」
の
新
サ
ウ
ン
ド
人
気
が
高
い
。

神
戸
市
が
計
画
し
て
い
る
総
合
コ
ー
ス
は
、
５
キ
ロ
か
ら
卯

区
大
沢
町
）
の
建
築
が
進
ん
で

の
場
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
約

な
お
、
当
選
は
発
送
を
も
つ
ル
ー
に
藤
田
朋
子
社
）
。

て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
民
放
Ｆ
Ｍ
局
「
Ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ
ｌ
こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
に

い
る
。

シ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
（
北

レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
市
立
ブ
ル
ー

「
人
と
花
と
果
実
の
ふ
れ
あ
い

「
都
市
と
農
村
の
共
存
共
栄
」｢ ホテル・研修館」完成予想図

想
さ
せ
る
言
葉
を
テ
ー
マ
に
８
１
２
６
１
‐
３
３
１
７
．
３

出
し
進
行
す
る
。
爽
や
か
な
藤
事
務
所
内
。
神
戸
全
日
本
女
子

記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。

１
１４５
１

藤田

同
番
組
は
、
神
戸
の
街
を
連
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
画
０
７

こ
と
に
な
り
、
神
戸
市
役
所
で
募
集
し
て
い
る
。

ク
ル
ー
に
女
優
の
藤
田
朋
子
さ
キ
ロ
ま
で
の
５
コ
ー
ス
。
剛
神

蕊
昨年のスタート

「
音
楽
の
あ
る
風
景
」
を
描
き
６
２
０
、
側
神
戸
市
体
育
協
会
蕊

朋子さん

惹
梓
岬霊鵜窺如く貴‐農し-カ

ｍd ＝盈壁詫亦■Ｐｂ ~ ~ 昼が』申
込
締
切
は
如
月
加
日
、
詳

図
書

ガ
イ
ド

瀞
露
鐸

兼
好
の
「
徒
然
草
．
一
を
〃
柵
本
徒
然

草
〃
と
し
た
や
古
典
に
現
代
を
と
り
入

れ
た
楽
し
い
読
み
物
。

古
典
と
聞
い
た
だ
け
で
、
頭
の
剛

癒
っ
て
し
ま
う
人
も
．
善
の
本
で
ス

ラ
ス
ラ
学
べ
る
。

煮
た
、
群
文
明
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト

も
な
ん
と
も
味
わ
い
深
い
。

受
験
は
も
と
よ
り
、
こ
の
本
で
新
し

い
古
典
の
世
界
が
開
か
れ
る
か
も
。

（
日
栄
社
刊
七
三
○
円
）

髄
。
１
１
秘
・
犯
ま
で
読
売
新
聞
の

「
文
芸
時
評
」
に
掲
戦
さ
れ
た
沌
縄
を

築
め
た
一
冊
。

中
上
健
次
、
大
江
他
三
郎
、
村
上
春

樹
、
山
田
詠
美
ら
約
加
人
の
現
代
文
学

を
、
需
者
独
自
の
視
点
で
と
ら
え
な
が

ら
、
小
説
と
言
葉
、
ま
た
小
晩
と
そ
の

周
辺
を
豊
富
な
知
識
と
卓
抜
し
た
眼
で

間
う
、
新
た
な
ろ
批
評
の
世
界
。

（
蜘
妹
出
版
社
刊
二
五
○
○
円
）

露
き
ら
め
く

伊
都
子
短
章

岡
部
伊
都
子

数
少
な
い
言
葉
で
、
想
い
を
伝
え
る

の
は
難
し
い
。
け
れ
ど
も
鯉
舌
な
、
核

心
を
は
ぐ
ら
か
し
、
上
滑
り
な
音
だ
け

を
残
す
。

余
分
な
言
莱
を
削
り
取
り
、
ほ
ん
の

数
行
に
想
い
を
込
め
た
伊
琶
子
短
章
。

こ
の
簡
潔
な
言
葉
が
胸
に
残
る
。

（
創
元
社
刊
一
八
○
○
円
）
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に
Ｉ
」
を
開
講
す
る
。

思
春
期
の
心
理
、
性
な
ど
加

月
９
日
よ
り
毎
週
１
回
、
４
度

に
渡
っ
て
各
テ
ー
マ
ご
と
に
講

師
を
迎
え
、
参
拾
型
有
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は
、

神
戸
市
市
民
局
青
少
年
課

恋
０
７
８
１
３
２
２
１
５
１
８

２
０
５
１
８
１

●

１
１４６
１

■

▼
あ
な
た
の
気
持
ち
を

愛
の
手
バ
ザ
ー
に

家
庭
の
な
い
子
供
達
の
た
め

に
里
親
を
開
拓
し
て
い
る
家
庭

養
護
促
進
協
会
が
加
月
釦
日
に

市
立
婦
人
会
館
で
恒
例
の
愛
の

手
バ
ザ
Ｉ
を
開
く
。
同
協
会
で

は
バ
ザ
ー
に
使
う
品
物
の
寄
贈

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
詳
し
く

は
密
０
７
８
１
３
４
１
１
５

０
４
６
ま
で
。

▼
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
を
理

解
す
る
た
め
に

よ
り
良
い
親
子
関
係
。
家
族

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
神
戸
市
。
神
戸
市

青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

「
こ
ん
ぱ
す
セ
ミ
ナ
ー
ｌ
思
春

期
の
子
ど
も
を
理
解
す
る
た
め

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
・

フ
ェ
ア
を
め
ざ
し
て
ｌ

神
戸
と
い
う
街
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
港
湾
都
市
で

あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

と
い
い
、
ま
た
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
都
市
を
唱
え
、
一
方
で

は
国
際
ス
ポ
ー
ツ
都
市
と
呼

び
、
近
く
は
、
グ
ル
メ
都
市

花時計

昨年のテキスト

ｌ
〒

を
宣
言
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
呼
び
か
け
も
あ
る
。

神
戸
と
い
う
街
が
こ
ん
な

に
多
彩
な
趣
き
を
持
ち
、
す

ぐ
れ
た
能
力
を
備
え
て
い
る

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。
神
戸
市
で
は
こ
ん

な
要
素
を
更
に
伸
ば
す
た
め

に
、
人
が
集
ま
る
、
仕
事
を

す
る
、
勉
強
も
す
る
、
そ
し

て
人
間
回
復
の
保
養
も
で
き

る
。
そ
ん
な
、
要
素
を
総
称

し
て
「
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト

都
市
。
神
戸
」
と
し
て
位
置

づ
け
た
い
と
、
笹
山
幸
俊
神

戸
市
長
が
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ

●
【
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

★
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
石
川
直
義
神

戸
支
店
長
が
退
任
し
、
極
市
撒
料
輸
送

株
式
会
社
専
務
取
締
役
に
就
任
さ
れ
や

後
任
に
安
中
琢
平
氏
が
、
神
戸
支
店
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
学
校
法
人
神
戸
山
手
友
松
学
園
の
理

躯
長
に
、
大
西
畔
代
さ
ん
が
就
任
。
専

修
学
校
神
戸
山
手
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
郡
長
に
も
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

★
平
安
社
長
、
神
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
の
富
山
ア
キ
子
さ
ん

が
、
九
月
五
日
消
化
管
出
血
の
た
め
神

戸
労
災
病
院
で
死
去
。
社
葬
は
平
安
祭

典
西
神
会
館
で
。
喪
主
は
長
男
の
兼
松

宏
行
氏
書
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

★
イ
ズ
ム
グ
ル
ー
プ
（
小
田
倶
義
社

長
）
の
イ
ン
ポ
ー
ト
事
業
部
㈱
ル
ー
プ

が
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
ヘ
、
六

甲
ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
所
と
し
て
、
拡
大

移
転
。
ｍ
月
１
日
よ
り
〒
郷
東
灘
区

向
洋
町
中
６
丁
目
９
番
地
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
マ
ー
ト
６
Ｆ
宮
０
７
８
（
師
）

８
６
０
０
ｒ
Ａ
Ｘ
（
町
）
８
６
０
１

★
株
式
今
荘
ト
ラ
イ
・
ワ
ン
（
代
表
取

締
役
柿
本
雅
司
・
元
Ｋ
Ｆ
Ｓ
会
長
）

は
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
に
、

新
本
社
事
務
所
を
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

〒
剛
東
灘
区
向
洋
町
史
ハ
丁
目
九
番
地

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
八
階
宮

叩
（
畑
）
８
８
３
１
（
大
代
表
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

叩
（
断
）
８
８
３
０

★
俳
優
で
あ
り
、
邦
舞
家
と
し
て
も
リ

サ
イ
タ
ル
で
頑
張
る
林
啓
二
（
大
久
保

勝
）
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
諸
岡
祐
子
さ

ん
と
第
二
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

て
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

新
住
所
〒
Ⅷ
墓
皐
都
中
央
区
月
島
１

ノ
必
ノ
咽
ノ
Ⅶ
貧
”
（
３
５
３
４
）

９
３
７
０

☆
素
丹
洞
で
っ
さ
ん
の
外
山
良
平
・
ト

キ
子
さ
ん
夫
妻
が
、
六
甲
か
ら
御
影
に

娠
居
。
〒
噸
神
戸
桁
東
漣
区
御
影
町
西

平
野
字
西
松
本
３
ノ
ー
ノ
顕
官
叩
（
晩
）

７
１
８
０

★
株
式
会
社
ワ
ー
キ
ン
グ
ピ
ー
の
山
中

一
成
取
締
役
は
、
久
保
実
氏
を
取
締
役

副
社
長
に
就
任
さ
せ
た
と
お
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
商
業
写
真
部
門
を
と
企

画
デ
ザ
イ
ン
の
強
化
の
た
め
。
〒
剛
中

央
区
元
町
通
一
丁
目
七
ノ
ー
。
一
一
ニ
ー

モ
ト
ピ
ル
５
Ｆ
６
Ｆ

動物とこどもの国

‐
卜
・
フ
ェ
ア
を
切
に
開
催

す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
従
来
の
「
フ
ェ
ア
」
、

「
博
覧
会
」
の
殻
を
破
り
博

覧
会
場
は
、
神
戸
の
街
全
体

を
対
象
と
す
る
と
い
う
、
壮

大
な
計
画
で
あ
る
。
従
来
の

博
覧
会
は
、
会
期
が
終
了
す

れ
ば
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を
取
り

壊
す
の
が
通
例
で
あ
る
。

こ
れ
程
、
無
駄
な
こ
と
は

な
い
と
い
う
の
が
今
回
の
発

想
で
あ
る
、
大
賛
成
だ
。

市
民
の
智
恵
を
あ
つ
め
て

縦
横
に
煮
つ
め
て
企
画
力
で

夢
を
果
し
て
大
成
功
を
収
め

て
貰
い
た
い
。
Ａ
Ｙ
Ｖ

▼
「
動
物
と
こ
ど
も
の
国
」

オ
ー
プ
ン

神
戸
市
立
王
子
動
物
園
に

「
動
物
と
こ
ど
も
の
国
」
が
如

月
ｎ
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

約
８
０
０
０
㎡
の
敷
地
に
、

「
リ
ス
と
小
鳥
の
森
」
ヨ
ア

ラ
舎
」
「
ア
イ
ド
ル
動
物
舎
」

な
ど
、
か
わ
い
い
動
物
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
め
る
。
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☆' ９１Ｋ⑪bｅｃｃＯｃｌｕｂｎｅｗｓ４８

愛腕者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

国神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募築して
います。会員の方にはI ､ 月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな
ど椋々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む〕は１万円です。
神戸を愛する人たちのｶ ﾙ ﾁ ｬ ｰ ｸ ﾗ プ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって理か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効朔限をお砿めのうえ、継続会

貝として年会双をお納めください。

口入会申込・お問合せは－
字6 5 O 神戸市中央区束町
ＴＥＬ・０７８‐331 - 2 2 4 6
ｒＡＸ，0 7 8 - 3 3 1 - . 2 7 9 5

1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ

☆K o b e c c o c l u b 会員' 情報
ジャンニ．ヴェルサーチ１０／1 9 ( 土) ～1 2 ／８（日）

１０時～1 7時衣裳文化展 会場一神戸市立博物館
休館日〔毎週月曜日・祝日の翌日〕
入場１６時3 0 分まで
主催一神戸ファッション協会・兵庫県
神戸市･ 神戸商工会議所･ 神戸市立博物館
協賛＝ジャンニ･ ヴェルサーチ･ ジャパン
入場料一一般1 1 0 0 円／大学生9 5 0 円
ミラノ・スカラ座をはじめ世界各国で上

演された数多くのオペラ、バレエの衣裳デ
ザイナーとして深い関わりをもつ、イタリ
アファッション界の鬼才ジャンニ・ヴェル
サーチ氏の1 5 年間にわたるフルコレクショ
ンを紹介。会員の方にペアで５組のご招待
券をプレゼントします。

グレン・ミラーＵ､ Ｋ・レイマックヴェイ楽団

鍵灘
11月９日( ±）１９時開演
於神戸文化ホール
Ｓ席3 5 0 0 円Ａ席3 0 9 0 円
あじさいシート1 0 3 0 円
華麗なるメロディ、伝説に生き
るグレン・ミラーのコンサートに
会員の方に1 0 ％ＯＦＦでご優待ノ

ア
ン
リ
・
ラ
ン
デ
ィ
エ
／
西
村
功
二
人
厩

わ
が
心
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル

、
ノ

、
』

９
月
朋
日
士
Ｔ
Ｉ
Ⅷ
月
踊
日
休

〃
し

於
神
戸
北
野
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

耐I ･ 銅チケブトを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望枚数
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繍
趨

』
な
か
っ
た
。

ね
の
ぴ
き

布
引
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
つ
く
、
と
聞
い
た
時
は
、
正
直
い
っ

て
抵
抗
を
お
ぼ
え
た
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
「
新
神
戸
駅
」
が

出
来
た
時
点
で
、
昔
の
布
引
に
は
戻
れ
な
い
と
い
う
あ
き
ら
め
も

あ
っ
た
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
だ
ろ
う
か
。

都
市
生
活
が
ふ
く
れ
る
と
、
自
然
も
変
形
す
る
。
景
観
を
う
ん

ぬ
ん
す
る
な
ら
、
明
治
三
十
三
年
、
布
引
の
滝
の
上
手
に
上
水
道

の
貯
水
池
を
つ
く
っ
て
、
滝
の
水
勢
を
弱
め
、
そ
れ
以
前
の
雄
大

な
景
観
を
失
わ
せ
た
と
こ
ろ
へ
立
ち
戻
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
な
し
く
ず
し
に
人
工
化
さ
れ
て
は
か
な
わ
な
い
、
と

い
う
思
い
は
、
多
く
の
市
民
に
共
通
し
た
意
識
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
に
、
「
新
神
戸
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
」
の
建
設
は
、
都
市
整
備
の
知

恵
を
問
わ
れ
る
難
事
業
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

旧
世
代
に
と
っ
て
の
布
引
と
は
ｌ

い
さ
ど
ぱ
し

新
神
戸
駅
の
ガ
ー
ド
下
を
く
ぐ
っ
て
砂
子
橘
。
こ
濠
』
か
ら
尾
根

と
め
だ
き

道
を
上
っ
て
展
望
ム
ロ
に
着
く
か
。
川
沿
い
に
滝
道
を
採
り
雌
滝
、

め
お
と
お

鼓
滝
、
夫
婦
滝
、
雄
滝
な
ど
渓
谷
美
を
楽
し
み
な
が
ら
貯
水
池
へ

出
る
か
。
そ
の
日
の
気
分
に
よ
っ
て
選
べ
た
。
歩
け
ば
た
ち
ま
ち

山
に
至
る
数
少
な
い
ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
道
は
大
事
に
残
さ
れ
た
。
あ
と
は
、
い
か
に
自
然
景
霊
』

Ｊ
政

観
と
調
和
し
た
新
し
い
空
間
へ
、
市
民
を
招
き
入
れ
る
か
。
味
癖

「
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
ゴ
ル
フ
場
が
昭
和
四
十
二
年
、
市
ケ
睦
率

原
の
水
害
で
つ
ぶ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
の
跡
地
約
七
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
錘
塞

を
神
戸
市
が
買
い
と
り
、
防
災
対
策
を
十
分
ほ
ど
こ
し
た
上
で
、
庫
趣

別
索

市
民
に
謂
卵
放
し
よ
う
と
い
う
の
が
発
端
で
す
。
」
特
線は新

神
戸
市
都
市
整
備
公
社
の
新
》
線
索
道
建
設
室
室
長
・
森
政
勝
さ
諏
池

ん
は
淡
々
。
も
う
何
百
．
へ
ん
も
問
わ
れ
、
説
明
し
て
き
た
か
ら
だ
唖
睡

ろ
う
。

観
市
と
整

市
が
、
市
制
一
○
○
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
布
引
公
園
の
整
繰
癖

備
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
六
十
一
一
年
度
。
市
ケ
原
を
含
め
て
自
然
喧
捧

み
ど
り
の
山
ひ
だ
か
ら
、
白
っ
ぽ
い
風
船
玉
が
、
ふ
わ
り
ぷ
か

わ

り
と
次
々
に
湧
い
て
出
て
、
谷
筋
を
舞
い
降
り
る
。

十
月
二
十
三
日
開
業
の
「
新
神
戸
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
」
を
、
生
田

川
の
二
宮
橋
あ
た
り
か
ら
眺
め
た
第
一
印
象
は
、
決
し
て
悪
く
は

■

鱗

鐸..…瀞i蕊i･…．
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」

す
で
に
、
ま
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、
六
甲
有
馬
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を

経
営
し
て
き
た
整
備
公
社
だ
が
、
新
線
に
は
自
然
景
観
と
の
調
和

に
格
別
の
神
経
を
払
っ
た
と
い
う
。
延
長
一
、
四
七
一
メ
ー
ト
ル

（
高
低
差
約
三
三
○
メ
ー
ト
ル
）
。
駅
舎
、
ゴ
ン
ド
ラ
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
支
柱
ひ
と
つ
に
し
て
も
十
二
基
を
、
ど
ん
な
色
に
す

る
か
。「

支
柱
は
円
柱
式
で
、
当
初
は
緑
に
、
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
冬
の
木
立
ち
に
緑
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
木

の
よ
う
な
コ
ゲ
茶
に
し
た
ん
で
す
。
支
柱
が
目
立
た
な
い
よ
う
山

側
か
ら
傾
斜
さ
せ
、
そ
の
上
、
色
を
な
じ
ま
せ
る
と
い
っ
た
工
夫

も
し
て
お
り
ま
す
」

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
は
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
方
式
。
と
い
っ
て
も
ピ
ン

と
こ
な
い
人
は
、
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
に
、
丸
い
カ
プ
セ
ル
を
か

ぶ
せ
た
形
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
。
公
募
で
決
ま

を
残
す
に
は
公
園
化
す
る
ほ
か
な
い
、
と
い
う
判
断
か
ら
だ
。

「
た
と
え
ば
標
高
四
一
八
メ
ー
ト
ル
の
世
継
山
へ
、
自
然
環
境

を
阻
害
し
な
い
ア
ク
セ
ス
（
近
づ
く
方
法
）
は
？
と
な
る
と
、
空

中
し
か
あ
り
ま
せ
ん
わ
ね
え
。
そ
れ
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
つ
け
る

萱i趨
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藤
敷
擬
擬
蕊
灘
灘
鍔
蕊

Ｌ
っ
た
愛
称
は
「
神
戸
夢
風
船
」
。
姫
路
市
の
辻
内
恵
子
さ
ん
の
夢

ふ
く
ら
む
命
名
で
あ
る
。

こ
れ
も
公
募
で
決
ま
っ
た
山
麓
駅
は
「
北
野
一
丁
目
」
。
新
神

戸
駅
と
北
野
町
の
接
点
〃
オ
ー
バ
〃
か
ら
ス
ロ
ー
プ
と
階
段
で
駅

舎
に
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
中
間
駅
「
風
の
丘
」
を
経
て
、
山

頂
駅
「
布
引
ハ
ー
ブ
園
」
ま
で
、
六
人
が
座
っ
て
満
杯
と
い
う
ゴ

ン
ド
ラ
で
約
八
分
の
空
中
散
歩
だ
。
運
転
速
度
は
秒
速
三
・
三
メ

ー
ト
ル
。
駅
舎
内
で
は
○
・
二
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
幼
児
か
ら
お
年

寄
り
、
車
イ
ス
の
人
ま
で
、
安
心
し
て
乗
れ
る
。

「
駅
舎
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
城
ふ
う
に
統
一
し
て
い
ま

す
。
山
頂
は
地
下
一
階
・
地
上
一
階
建
て
。
中
間
は
地
上
四
階
建

て
。
山
麓
は
地
下
一
階
・
地
上
三
階
建
て
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的

な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」

森
さ
ん
は
、
こ
れ
以
上
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
な
か
っ
た
が
、
な

ぜ
神
戸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
が
…
？

と
い
う
疑
問
は
、
上
っ
て
み
て
氷
解
し
た
。
山
頂
駅
の
展
望
台

０
１
５
１
１

に
立
つ
と
、
山
と
市
街
地
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
大
阪
湾
が
、

ま
さ
に
一
望
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
ひ
と
き
わ
高
い
と
こ
ろ

へ
、
海
か
ら
の
風
が
吹
き
上
げ
て
清
澄
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
パ
ノ

ラ
マ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
が
、
み
ご
と
に
溶
け
合
う
。

こ
れ
が
神
戸
な
ん
だ
、
と
妙
に
納
得
さ
せ
ら
れ
、
都
心
か
ら
、

さ
り
げ
な
く
舞
い
上
が
る
夢
風
船
の
実
現
に
、
感
謝
し
た
い
気
に

●
。

な
っ
た
。
私
の
足
の
け
が
が
長
び
い
て
、
松
葉
杖
を
離
せ
な
い
か

ら
有
難
さ
を
覚
え
た
か
ら
で
は
な
い
。
年
老
い
た
人
た
ち
に
も
、

こ
の
風
景
を
、
六
甲
か
ら
と
は
違
っ
た
角
度
で
見
せ
て
あ
げ
ら
れ

る
。
い
わ
ば
、
新
天
地
（
大
げ
さ
で
な
く
）
を
創
り
出
し
て
く
れ

た
人
び
と
の
知
恵
に
対
す
る
想
い
で
あ
る
。

私
た
ち
が
訪
ね
た
日
は
、
布
引
ハ
ー
ブ
園
の
開
園
と
、
新
神
戸

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
開
通
を
目
前
に
ひ
か
え
て
追
い
込
み
作
業
の
さ
中

だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
く
わ
し
く
は
案
内
で
き
な
い
け
れ
ど
、

む

スキー場のゴンドラリフトの様な酒落たロープウェー。
踊
醐
鰯
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騨
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「
布
引
ハ
ー
ブ
園
」
の
駅
舎
と
、
ハ
ー
ブ
料
理
が
楽
し
め
る
「
展

望
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
、
そ
し
て
、
香
り
の
資
料
館
や
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
「
森
の
ホ
ー
ル
」
が
、
回
廊
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
さ
き
に
展
望
台
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
「
見
晴
ら
し

の
丘
」
と
呼
ぶ
ん
だ
そ
う
な
。

頂
上
エ
リ
ア
か
ら
少
し
下
り
た
台
地
に
、
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル

の
香
り
の
温
室
「
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
」
が
あ
る
。
ハ
ー
プ
や
ス
パ
イ

ス
に
関
す
る
展
示
、
ク
ラ
フ
ト
、
料
理
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
、

い
う
な
れ
ば
香
り
を
楽
し
む
憩
い
の
空
間
だ
。
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
か

ら
「
風
の
丘
」
駅
ま
で
の
斜
面
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
ラ
ベ
ン
ダ

ー
畑
の
広
が
る
「
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
香
り
の
庭
園
）
」
。

水
の
動
き
と
野
外
彫
刻
を
と
り
入
れ
て
数
々
の
ハ
ー
ブ
が
春
か
ら

夏
に
か
け
て
可
憐
な
花
を
咲
か
す
。

も
し
、
私
が
、
よ
そ
の
土
地
か
ら
訪
ね
て
来
た
人
を
案
内
す
る

場
合
、
雨
が
降
っ
た
ら
…
を
考
え
る
。
が
、
少
な
く
と
も
「
北
野

一
丁
目
」
か
ら
「
森
の
ホ
ー
ル
」
ま
で
傘
は
い
ら
な
い
。
た
と
え

辺
り
一
面
が
海
霧
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
よ
う
と
も
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
は
、
フ
ル
回
転
す
れ
ば
六
十
九
台
が
次
々
と
回

っ
て
く
る
。
最
大
輸
送
能
力
は
一
時
間
で
千
二
百
人
。
冬
ダ
イ
ヤ

だ
け
午
後
五
時
で
営
業
を
終
え
る
が
、
通
常
ダ
イ
ヤ
だ
と
午
後
九

時
ま
で
動
い
て
い
て
、
夜
景
も
楽
し
め
る
。
運
賃
は
片
道
五
百
五

十
円
（
子
ど
も
二
百
八
十
円
）
。
往
復
千
円
（
子
ど
も
五
百
円
）
の

全
線
均
一
。
高
い
か
安
い
か
は
見
て
の
帰
り
の
評
価
次
第
で
あ

る
。

一
つ
だ
け
念
を
押
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
ゴ
ン
ド
ラ
で
万
が

一
の
事
故
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
き
わ
め
て
た
ま
た
ま

索
道
事
業
本
部
技
術
課
の
中
山
成
士
さ
ん
と
会
い
、
そ
の
こ
と
を

た
ず
ね
た
。
彼
は
即
答
し
た
。

「
バ
ネ
圧
や
つ
か
み
は
常
時
点
検
し
と
る
し
、
乗
り
降
り
の
安

全
を
確
認
せ
ん
限
り
動
か
ん
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。
保
安
に
関
し

て
は
機
械
ま
か
せ
に
し
と
れ
ま
せ
ん
か
ら
」

よ
－
し
、
こ
の
お
墨
付
き
さ
え
あ
れ
ば
、
責
任
を
持
っ
て
、
と

い
う
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
、
一
ぺ
ん
行
っ
て
ご
ら
ん
、
と
い
え

る
。
こ
う
な
り
や
あ
Ｃ
Ｍ
を
堂
々
と
い
っ
て
お
こ
う
。

「
あ
な
た
、
ハ
ー
ブ
と
お
花
し
ま
せ
ん
か
」

海、山、夜景、それにハープの香り－・
神戸の新名所がまたひとつ、誕生する。
まさしく「神戸夢風船」
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